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自己紹介
• 氏名：ボレガラ　ダヌシカ 

• 2001年4月: 東京大学(教養学部理科１類)入学 

• 2003年4月：東京大学 工学部 電子情報工学科 進学 

• 2005年3月:同学科卒業 

• 2005年4月：東京大学 大学院 情報理工学系研究科 電子情報学専攻 修士課程 入学 (石塚研) 

• 2007年3月：東京大学 大学院情報理工学系研究科 電子情報学専攻 修士課程 修了 

• 2007年4月：東京大学 大学院情報理工学系研究科 電子情報学専攻 博士課程 入学 (石塚研) 

• 2009年9月：東京大学 大学院情報理工学系研究科 電子情報学専攻 博士課程 短縮修了 

• 2010年4月：東京大学大学院情報理工学系研究科電子情報学専攻　助教 (伊庭研） 

• 2013年4月:東京大学大学院情報理工学系研究科電子情報学専攻　講師　（伊庭・ダヌシカ研) 

• 2013年9月: 英国リバープール計算機科学科 Senior Lecturer (上級講師) 

• 2018年10月~現在:英国リバープール計算機科学科 教授 

• 2019年1月~現在：Amazon Scholar, Amazon Inc. (Cambridge, UK)

2



Liverpool
• 人口50万人 

• イギリスではLondon, 

Manchester, Leedsに次,大都市 

• 港町
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リバープール大学
• ラッセルグループの一
員 

• 1884年創立 

• 10名のノーベル賞受賞
者 

• 学生数：３万人 (7千人
の留学生数）
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Department of Computer Science
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14 Professors 
3 Readers 
5 Senior Lecturers 
12 Lecturers

我が個室



英国とCOVID
• 3月末からLockdown開始. 大学と学校が休みに入る． 

• 8月に一旦状況は落ち着くが，9月に新学期がスタートし，第２waveが開始～現在に至る 

• 死者：43,018　(+143/日) 

• 感染者: 635K (+17232/日)
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New Normal

New Normal　を語る前に Old Normalはどうだったのか
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教育制度
• 学部課程：通常３年. (1年 = 2 semester制) 

• 一般教養，進振りなし．1年生から専門科目を履修する 

• 3年目の第2 Semesterで卒論プロジェクト 

• 修正課程：通常1年 

• 第2Semester 修論研究を行う． 

• 博士課程：通常4年 

• 博士課程学生は教員のグラントで雇われるのが基本 

• 2人の教員（主・副指導教員）で指導を行う 

• 別の２人の審査員によって毎年進捗状況が厳しく審査される 

• 本審査は指導教員が一切立ち会いしない．他大学から外部審査員 (External Examiner)が審査する
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New Normal
• 講義はすべてオンラインで行われる 

• MS Teams使用 

• 講義資料をCanvasというプラットフォームで共有 

• 試験もオンライン 

• 時間が決まっている． 

• 全員一斉に行わない（帰国している留学生も多く，時差がある） 

• 学生との連絡・指導 

• Slack, Zoom, MS Teamsなど様々なツールを使う
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講義資料プラットフォーム
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Hybrid Learning/Flipped Classroom

• オンライン講義＋face-to-face演習 = Hybrid学習 

• Flipped Classroom 

• 講義は事前に録画し，公開される 

• 学生はそれを見てから講義に（物理的に）参加する 

• 講義時間で演習問題を解いたり，深い議論ができる 

• 学生は動画を見てくるのが前提（事前自習しないと講義につ
いて行けない）
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研究室運営
• Liverpool NLP Groupを運営しています． 

• ポスドク(3人）と博士課程学生(3人）がメンバー 

• 週１全体ミーティングと論文輪読会をMS Teamsで行う 

• 週１回1時間学生との1:1ミーティング 

• 博士学生が3人今年の春卒業したが，それまでは7人の対応は
大変でした！ 

• 論文執筆: Slack channel作成，Overleafで共有
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大学教員と企業研究者の両立
• 2019年1月からAmazon ScholarとしてAmazonの自然言語処理研究に関
わる 

• Cambridge (UK)の研究所に所属し，Tokyo (JP), Berlin (DE), Palo Alto (US)

の各研究所と共同研究を行う 

• 昨年は6回東京に出張! (大の日本好き ☺ ) 

• COVIDになる前からリモート仕事が基本 

• COVIDになってもこのスタイルはあまり変わっていない 

• Amazonは文書でアイデアを書き落とし，議論をするのでこの文化で論
文で議論をする学術界と似ている　（パワポで分かった気にさせない)
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リモート仕事
• リモート仕事は時間の管理，健康の管理が重要！ 

• 仕事時間とお家時間の切り分けが問題（が，そもそもワークライフバランスが
崩れている人間である） 

• ロックダウン中で子供の学校も休学になっていると親は仕事できない…　(10歳児と
５歳児の父で共働き家庭) 

• 国際会議はバーチャルになり，手軽に参加できるようになったが，あまりネット
ワーキングができない． 

• 特に，early career researcherにとっては死活問題 

• ローカで会って議論したり，愉快な仲間達とお昼・飲みができなく，偶発性が
ないのは問題 

•早くOld Normalに戻りたい!
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